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20世紀から2 1世紀 - の 転換期とな っ た 一 昨年 2000年に ､ 1880年代を代表する ロ シ ア作家フ
セ - ヴォ ロ ド ･ ミ ハ イ ロ グィ チ ･ ガ ル シ ン を論ず る三 巻本 の 国際研 究書が オ ッ ク ス フ ォ ー ド
(No rthgate)か ら出版 された o (Vs e v old Ga r shin at the tu r n ofthe centu ry) と題される こ の研
究書 には ､ ロ シ ア 内外 の研究者総勢 8 5人に よる 9 1編もの 研究ノ ー ト ･ 論文が掲載されて い る｡
そ の 中 で ､ 作家ガ ル シ ン の 長兄 の孫 に当るア レ ク セイ ･ ヴラジ ー ミ ロ ヴィ チ ･ ガル シ ン によ っ て
調べ 上げられた ､ 16 世紀にも遡 るガル シ ン ･ アキ モ フ(ガル シ ン の 母方の 実家)両家の 系図は非常
に興味深 い もの と い えるだ ろう1｡
昨年 2 0 0 1年 にべ テ ル ブル グ - 調査に出か けた折に ､ こ の ア レ クセ イ ･ ヴラ ジ ー ミ ロ ヴィ チ ･
ガ ル シ ン の 妻である ニ ー ナ ･ レ オ ン チ ヴナ と面会する機会 を得た｡ (残念なが ら､ ア レ ク セ イ ･ ヴ
ラジ ー ミ ロ ヴィ チは 1999年に心臓病で逝去 して い る) 彼女か ら聴い た話と上述 の発表 された系
図を元 に ､ ガル シ ン家と その 子 孫にま つ わ る注目すべ き事実を報告 した い ｡
初 めに断 っ てお かなければならない の は ､ ガル シ ン家とガ ル シ ン の母方の 実家アキ モ フ家とは ､
ガル シ ン の母親が 嫁入 りする前か ら互 い にすでに親族関係 にあ っ た とい うこ とで ある｡ これは ニ
ー ナ ･ レ オ ン チ ェ ヴナ の 言によ るもの だが ､ 残念 ながら彼女自身もガル シン の 両親以前に両家が
どこ で繋が っ て い るか は具体的に は知らず ､ 裏付けを取 っ てく る ことは できなか っ た｡ 時代 を下
つ て確か なとこ ろ で は ､ ガル シ ン の長兄の 息子もア キモ フ 家から妻を要 っ て おり ､ ア レ クセ イ ･
ゲラ ジ ー ミ ロ ヴィ チの 母親がそ の女性に当る(後に詳述)｡ したが っ て ､ 系図作成者で ある ア レ ク セ
イ ･ ヴラ ジ ー ミ ロ ヴィ チは ､ 曾祖母 ､ 母親 と少 なくとも 二重に ア キ モ フ家の 血を引い て い る こ と
になる｡
ガ ル シ ン は 一 般に ､
.
1880年代 の 革命運動挫折期にお ける ロ シア社会 の絶望感を体現 した作家と
して ､ そ の 悲惨な最期と共に ､ 暗欝なイメ ー ジでも っ て知られて い る｡ だが､ 作家ガル シ ン を含
むガル シ ン家の人々 の ､ 度重なる悲劇 を知る草は少ない で あろう｡ とりわけ､ ガル シ ン 家系図の
第9 世代(以下､ 世代番号はすべ て ガル シ ン家系図([資料1] (p7 2, 73) に準ずる)に当る作家ガ
ル シ ン の 兄弟たち2は皆､ 不幸な最期を遂げて い る. ガル シ ン の 次兄 ゲィ クトル が 1873 年に 24
1A･ B･ TapuLu”,rlo R OJIe‡IE a EPO CⅢE CもP 叩 OBraPⅢ E E LIX ⅡAnE M O B H X// Vs ev old Ga rshin at the
tu rn ofthe ce ntu ry･ No rthgate, 20 00, p19･ 24.
2 ガ ル シ ン は通常 どの研究書にもガ ル シ ン家の 三男と して 記述されて い るが ､ 実際には彼の すぐ上に
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歳 にて ピス トル 自殺3してい る他 ､ 長兄 ゲオ ル ギイ が 3人 の妻 と 9 人 の 子供を得た後に 1 89 5年に
4 7歳でやは り ピス トル 自殺 を為 して い る｡ 面会者 の ニ ー ナ ･ レ オ ン チ ェ ヴナ自身､ 義理 の 父親 で
ある ヴラ ジ ー ミ ル ･ ゲオ ル ギ - ヴィチ(長兄 の 息子)か ら､ 彼 が幼い時 に居 間で家族が集っ て い たと
こ ろ父親がす っ と自分の 書斎 - 出て行き ､ しばらく して 書斎から銃声が響 い てき た ､ という長兄
最期の瞬間の模様を聞か され て い る｡ そ の 他 ､ 姉 ヴ ェ - ラと三兄ア レ クセ イ ､ 妹 マ リ ヤ はい ずれ
も生後 1年か 2 年にて 死亡 ､ 作家ガル シ ン自身 は 188. 年に精神発作か らア パ - ト の 階段吹き抜
け部分に飛び降り 33歳 の若 さで 亡くな っ て い るが ､ 弟 で ある エ ヴゲ ニ イ も･ 2 人の 妻と 1人 の 子
供を得た後 ､ 193 1年に 71歳 にて自殺 して い る｡ つ まり ､ 乳児期に死 亡 した 3 人を除くガル シ ン
兄弟 4 人全員が ､ 悲壮な最期で生 を終えて い るの で ある｡ さらに ガ ル シ ン家の 不幸は これ に て止
ま らない ｡ こ の弟 エ ヴゲ ニ イ の 一 人娘ナ タ - リ ヤも ､ 夫 の ロ シ ア文学研究者 エ ン グリガ ル トが 当
局に逮捕された後4､ 1930 年 に窓から飛 び降り ､ 自殺 して果てて い る｡ 父親 エ ヴゲ ニ イ の 自殺前
年の こ とで ある｡ また系図を遡れば ､ ガル シ ン の 父親ミ ハ イ ル も完全な精神錯乱で生涯を閉 じて
お り ､ これはガル シ ン家の知人で あ っ た ソ コ ロ フ の 書い た ｢ガ ル シ ン 家+ と い う論文か ら明 らか
な他､ 父親の 精神病に つ い て は ロ シ ア 作家辞典の ガル シ ン の 項 にも しば しば言及 されて い る ｡ 加
えて ア キ モ フ 家の 方で も ､ ガ ル シ ン の 母親の 次弟 ドミ トリイが 1879年を羊47歳で自殺 して い るo
以上の ように作家ガル シ ン周辺 の異常な自殺者数を目の前 に して ､ 我 々 は彼の 内に遺伝性 の 悲
劇 的な精神気質を幾分かで も見 出さずに は い られ ない で あろう ｡ これ らの こ とを踏まえて ､ ガル
シ ン家とそ の 子孫 を概観 して み たい ｡
ガ ル シ ン が 1884年 に綴 っ た数枚に渡 る自伝は ､ 以下の ような書き出 しで始ま る｡
｢ガ ル シ ン ー 族 は 古 い 士 族 の 家柄 で あ る ｡ 家 の 言 い 伝 え に よれ ば ､ 我 々 の 先祖 ム ル ザ5
ゴ ル シ ヤ グ ラ シ ヤ
r o p ul a ､ あるい は r p a Ⅲ a は ､ キ プチ ヤ ク汗国か ら出､ イ ヴァ ン 三世 の 時代 にキリ ス ト教
に入信 した ｡ 披か あるい は彼 の 子 孫は現在 の ヴオ ロ ネジ県に 土地を与 えられた ｡ ガル シ ン ー 族 は
現在に至 るまで そ こ で無事に暮ら し､ 幼年時代に 一 度会 っ たき り の私 の い とこ らが地主と して残
っ て い さえい る+ 6
こ こ からガル シ ン 家に タタ ー ル の 血が 流れて い る こ とが推察され るが ､ こ の こ とを証 明する よ
うに同時代の 作家 レ マ ン に よ っ ても ､ ガ ル シ ン は 次の ように回想されて い る｡
生後 一 年で亡く なっ た兄 ア レ クセ イがおり ､ ガ ル シ ン は四男坊 と して生まれて い るo
3 こ の次兄自殺 の 事実は ､ ガ ル シ ン 存命中の 出来事で あるた めか ､ 既存の ガル シ ン 研究書にも しばし
ば記載が見 られ る｡
4 おそらく エ ン ゲリガ ル トは K G B に逮描された と考えられ る. しか しそ の 後 ､ 彼は釈放されて い るo
5 15世紀の タタ ー ル の小 貴族 の 称号 o
6 rloJIH.C O6p.c o l,rh c もM a. M . , 1 934, Cll.
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｢ガ ル シ ンは 中背 で肩幅が 広く ､ やや猫背気味で あり ､ ほ とん ど窪ん だ胸 を有 して い た｡ 彼は ､
広 い 後頭部に丈夫な首 ､ 薄い 顎髭 で縁取られた下 - 尖 っ た顔 を した黒髪 の大きな頭 - タタ ー ル
人の頭 を持 っ て い た o - I - 顔 の色は浅黒く ､ バ ラ色の 赤味で はなく ､ やや赤 い 赤味で あっ た ｡
ガ ル シ ン の 瞳は切れ長で黒 っ ぼく ､ 正確に は っ きりと輪郭が示 されて お り ､ 東洋系 タイ プ の もの
だ っ た+ 7
タタ ー ル の 血 を引くガ ル シ ン 家は ､ 軍人の 家系 で あ っ た ｡
[ 資料3] (plll) に示され る の は ､ ガ ル シ ン家の 家紋で ある｡ 18 6 4年 ､ ガ ル シ ン の 叔父 で あ
る ニ コ ライ ･ エ ゴ ロ ー ヴィ チが 貴族のヂィ プ ロ - ム と こ の家紋を､ 当時の ツ ァ ー リ ､ ア レク サ ン
許 状
ドル ニ 世か ら授 か っ た o 白黒写真 で識別 できないが ､ 本来は バ ッ ク の炎 は瑠璃色 で あり ､ 楯 の 下
に描かれた 3 つ の 香車は銀色で あるo 剣 を持 つ 手は ｢軍務+ を示 し､ 楯 の 中の 十字架は ｢祖国 -
の忠誠+ を､ 3 つ の銀 の番夜は ｢天 分 ､ 才能+ を表わす ｡
一 方 ､ ア キ モ フ家は海軍軍人 の家系で あり ､ [資料 4] (pll l) の 当家の家紋 には魚の 図柄が見
られ る｡
《歴史通報》 の 執筆者 でありガ ル シ ン の近 しい 知人で あっ た ソ コ ロ フ の 論文88=よれ ば､ 神経過
敏なガル シ ン 家第 9 世代の 兄弟た ちは決 して 互 い にそれ ほ ど似通 っ ては い なか っ た｡ 長兄 ゲオ ル
ギイ は ､ 地味な外貌を持ち ､ 衣服 につ い てはま っ たく気 にか けず ､ 一 見 したと こ ろ下級勤務員と
い っ た印象を与えたo 彼は 中学を終 える こ となく検事 の 書記に なり ､ 作家ガル シ ン は こ の 文学 に
従事 して い なか っ た兄にあまり多く の 関心 を寄せて い なか っ た｡ 反対に ､ ガ ル シ ン と同様文筆活
動をな して い た弟 エ ヴゲ ニ イ は ､ 背が低く ､ 若年に もか かわらず頭が禿 げに近か っ たが は つ らつ
と した顔 を してお り ､ し っ か りと した商人 の ような風貌 をして い た｡ 彼は長く ゆっ た りと した黒
い フ ロ ッ ク コ ー トを着用 し､ どの 人とも静か に重々 しく ､ 成熟した 一 人前の大人 の 口調で もっ て
話 した o 彼はまた健康的で ､ 青年時代の 初期 から家庭教師と して働き 一 家の 柱となるほ ど自立 し
た人間で あ っ た o しか しなが ら､ こ の兄弟中最も健や か で独立 した精神 を持 ち合わせて い た と思
われる エ ヴゲ ニ イ も 7 1歳にて悲壮な最期を遂げる の で あるが ､ 同業に従事 して い た彼 とガル シ ン
とは ､ 時が経 つ に つ れ て見解を異 にする ように なっ て い っ たようで ある ｡ 生活に より近く立ち､
健康で 単純 ､ 冷静に生 を送る エ ヴゲ ニ イ は時と して ､ ガル シ ン の 急進的で あまりに学生的な夢想
に賛同で きなか っ たと､ ソ コ ロ フ は記 して い る｡
これ らか ら､ 性格的思想的な面にお いて ガル シ ン兄弟の 間に顕著な類似点が あ っ たとは言 い難
く ､ 彼 らの 不 幸の 原因を､ ガル シ ン を論ずる際に 一 般に行われ る ように時代背景と結び つ けなが
7 CoBPeM e H E ‡王R Ⅱ 0B･M ･rapⅢ H f RCapa T O B, 197 7, C1 71.
8 B･1I･Co KOn O e, raP Ⅲ H ⅡもL//ⅡcTOP - e CR H丘 B e CT Ⅱ ⅡⅨ, 19 16, a HPeJIb, C130-1 58.
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ら共通す る社会意識 革命 運動 - の絶望感 - の 上 に置 く こ と は不可能 で あろ うo 彼 らの 死亡
年代が 1!70- 19 3 0年代 とか なりばらつ き ､ 自殺 した時代が そ れぞれ異なる こ とか らもそ れ は指
摘 され るQ 思想 ･ 時代背景を越えて 4 人 が同 一 の 悲劇的最期 を迎 えて い る点で ､ 同家にお け る遺
伝的要因を無視する こ とはできず ､ 同時 にそ の 事実 に注意 を払わ ぬままにガ ル シ ン を時代 の 申 し
子 と してせ っ か ちに位置づ けて しま っ て い る今日 まで の 評価 をも ､ 改めて見直す必要が ある と思
われ るの で ある ｡
1881 年､ ｢人民の意志+ 党の 死 に物狂 い の 反撃に よ っ て ア レ クサ ン ドル ニ 世が暗殺 され た後 ､
新帝ア レク サ ン ドル 三世 はあくまで君主独裁制を維持擁護す る意向を表明 し､ 断固たる反動的政
策 をと っ た ｡ 警察力 の 強化 ､ ス パイ の補充 ､ 自由主義的な新聞の禁 止 ､ ゼ ム ス ト ヴオ の 自治削減 ､
学生団体の 禁制 ､ また緊急治安維持法が発布 され ､ 憲兵に逮描 と行政処分に よる追放 ､ 政治犯 事
件の軍事裁判 ､ 大学 の 閉鎖､ 新聞雑誌 の 発行禁止 を命ずる権限が与 えられた ｡ 世論はお おむ ね反
動的に動き､ 8 4年 に至 ると有力な ｢人民 の 意志+ 党員は こ とごとく刑死 した り投獄され た り国外
に 亡命 したり し､ 革命指導者 は事実上 ､ 一 人残らず失われて ゆく｡ そ して組織的な機動力を持た
ない 孤立 した団体の み が興 っ て は消えて いき ､ 87 年 には ｢人民 の意志党テ ロ リ ス ト支部+ に よ っ
て ア レ クサン ドル 三世 の 暗殺 を企て られ たが ､ 支部と称 しなが ら本部の ｢人民 の 意志+ 党はすで
に どこに も存在 して い なか っ た｡ ガ ル シ ン が 亡くなる の は ､ こ の 翌 88年 の こ とで ある ｡
ガル シ ン の 死後 ､ グ レ ー プ ･ ウ ス ペ ン ス キイは そ の記事 ｢ガル シ ン の 死+ にて ガル シ ン の 不 幸
は現実との 衝突に原因が あると し､ 希望 の ない 不穏 な毎 日の 情報 ､ 生活が変化す る見通 しが 目 に
見 えて ま っ たく ない 日 々 の現状が彼 を自殺 に追 いや っ たと論 じた ｡ ナ ロ ー ド ニ キ運動固有の 《歴
史的 ペ シ ミズ ム》 を明 らか に したウス ペ ン ス キイ に対 して ､ コ ロ レ ン コ は ｢も し生きる こ とは価
値なく ､ 理想 は単なる作り事に過 ぎな い ならば､ 要す るにガル シ ン が そ の 内に人生をは め込 ん だ
と こ ろの す べ ての 悲 しげなる線図が真実 ならば､ た だ無為 に暮ら して い る人 々 か ､ 臆病者だ けが
生き るに とどまる こ とに なる+ と挑戦的 に応答 した ｡ こ の ように1 ガ ル シ ン の 死はす で にそ の 直
後 か ら時代の社会意識と密接に関連 づ けられて 受容 され た､ とい う経緯が あ る｡
1888年 4月 9 日に発行 された雑誌 ｢全世界 の イ ラ ス ト+ 第 15号は ､ そ の 前月 末に亡くな っ た
ガル シ ン を悼む 2 つ の 回想記 と 一 つ の 詩に洗面の 大部分が割かれ ､ イ ラ ス ト入りで以下の ように
彼 の 葬儀 の模様 を伝 えて い る｡
｢ ガ ル シ ン の 葬儀
3月 26 日の 土曜日 ペ テ ル ブ ル グにて ､ 3月 24 日の朝に逝去 した ､ ロ シ ア の全読者 にそ の名
が知れ渡 っ て い る我らの若 い 小説家､ フ セ - ヴオ ロ ド ･ ミ ハ イ ロ グィ チ ･ ガル シ ン の 葬儀が とり
行われた｡ 故人 の 遺体が 安置 されて い た "赤十 字
'
外科医院の 中庭 に は ､ 才能 ある作家に告別 し
た い と願う大衆が 早朝か ら集まり始 めた ｡ そ こ に は大勢の文学界の 代表者､ 生花や造花で作っ た
66
ガ ル シ ン
〔調査報告〕 r AP ⅢIiH 家 とそ の 子 孫 (大山)
花輪を待 っ た若 い 学生らの 大群が い た o 10時に小礼拝堂か ら棺が運 び出され た時､ すで に通りの
半分は大衆 で埋 め尽くされ て い たo 棺は ヴォ ル コ フ 墓地に い た るまで 手 で担 ぎ運ばれ た｡ そ の 後
か ら続 い た葬儀 の枢車は ､ 文学 フ ォ ン ド､ 作家仲間､ 画家た ち､ 雑誌 ` `北方通報” の 編集部から
の ､ 学生 ･ 医学生､ 鉱山専門学校 ､ 生産 工学専門学校 ､ 女子高等専門学校 の学生か らの ､ シ ベ リ
ア 人､ 仕事仲間､ そ の他大勢か らの花輪で覆われ たo 棺は ゆっ くり と進み ､ 葬儀の 行列 はます ま
す膨れ上 が っ て い っ た o 墓地で大衆 の数は さらに増 した o とい うの は ､ そ こ にも故人の 才能の 崇
拝者らが朝か ら大勢待 っ て い た か らで ある o 復活教会に て追善ミサが ､ 次い で祈祷が始ま っ た｡
ようやく行列 は教会か ら､ すで にず っ と前か ら大衆が墓碑の 近くに場所 を占めて集 っ て い る墓 -
と移動 した o 弔詞が始ま っ た o 最初に話 した の は ､ 文学 フ ォ ン ドを代表 した プ ロ フ ェ ッ サ ー ､ セ
ル ゲ ェ ヴィ チだ っ たo 彼 は次の ように述 べ た o『フ セ - ヴォ ロ ド･ ガル シ ンは長くは生き なか っ たo
彼は多くは書かなか っ た o しか し､ 彼の 筆か らな っ たもの はす べ て ､ ジ ャ ー ナリズム に よ っ て 高
い 才能が指摘された - D 彼はひ どく苦 しん だo 彼は自分の 創作的力を損なう内なる病 に打ち勝 つ
ことが 出来なか っ たo 彼 はま さに自分自身との 恐る べ き戦 い に疲労困優 し､ 生きるの を止 めた - 』｡
次に バ ラ ン ツ ェ ヴィ チが 出て素晴 らしい ス ピ ー チ をした o そ の 中で彼 は ､ ガル シ ン が常 にただ "神
の 国の真実
''
の み を書い た こ とや ､ 彼 が狭 い 個人的な幸福に甘ん じられず､ い っ も
``
世界の悪 を
阻止する ため に赤 い花を探 して い た
”
とい っ た事柄を引き合 い に出 した｡ 彼の 後に若干 の 言葉を
ヤ シ ン ス キイ が語り ､ ミ ン ス キイ氏と ドロ ジ ン 氏が 自らの 詩を朗読 し､ 会社
``
パ ス レ - ドニ ク”
を代表 して ゴ ル ブノ フ ー パサ ドフ 氏 が ス ピ ー チ を したo しか しながら､ これ らの ス ピ ー チ も終わ っ
たo 開い た墓穴に土が降りか かり始め ､ まもなくそ の 上 に は小 山が持ち上がり『フ セ - ヴオ ロ ド ･
ミ ハ イ ロ グィ チ ･ ガル シ ン 1 88 年 3月 2 4日逝去』 とい う簡単な碑が書かれた木製の 十字架が
そ こ に取り付けられたo 詩人であり小説家で あっ た故人 の 崇拝者 た ちは散り ､ 少 し前に はあれほ
どざわつ き ､ 大勢の人々 が い た彼 の新 しい墓の 周り はガ ラ ン とな っ た - ｡ 悲しみ に満ちた葬式自
体より もさらに大きなこの 孤独が ､ 胸 に響 い た ･ ･ ･ . しか しガ ル シ ン の 創 ま､ 彼の 作品が ロ シ ア文
学の歴史の 中にて 死滅 しない ように ､ ロ シ ア 大衆の 記憶の 中で滅 び去 る こ とはない で あろう+
以上 の 記事か ら確認できるように ､ ガル シ ン の葬儀は追善ミサと祈祷が教会 にて行わ れ墓穴に
は十字架が取り付けられ ると い っ た ､ 自然死 した者とま っ たく変わらない 取り扱い を受けた. 同
記事に はガル シ ン の 死因に関す る言及は 一 切 ないo 彼の 死が ジ ャ ー ナ リ ズム の論争上に て自殺と
近 しく受 け止 められなが ら､ その 埋葬が通常の形で とり行われたとい うこ とは ､ ガル シ ン の 最期
が当時の 人々 にと っ てい か にナイ ー ブ に ､ 微妙な心持ちで受 け止 められたか を示すの では ない か
と思われ るo そ して彼の 死 の背後に ､ 遺伝的な要因 よりも 一 層多く時代的な苦悩を見ずに い られ
なか っ た点 に ､ 逆 に 1880 年代の ロ シア社会の病 める精神が潜ん で い る ように感 じられる の で あ
るo ヴ ェ ル ド ニ コ フ はそ の 著書内にて ｢ペ シ ミズム の 問題 チ ェ ー ホ フ とガル シ ン+ とい うテ -
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マ で 一 章を割 い て い るが ､ そ こ で ｢作家(ガ ル シ ン)の 自殺は さらに問題を複矧 こ した o こ の残酷な
事実に直面 して ガル シ ン の ペ シ ミズ ム 性に 関す る論争の 可 能性は 不 可避的に ま っ たく 限定され て
い っ た+ 9と言及 し､ 彼 の最期が そ の 文学の評価付けの 制限化 ･ 固定化に つ なが っ て い っ た こ と を
暗 に述 べ て い る ｡
ガル シ ン が没 した 7 年後 に長兄 ゲオ ル ギイが 自殺 ､ そ の 2 年後に は母親 エ カテ リ ー ナ ･ ス テ パ
ノ ヴナが 亡く なるo ロ シ ア社会 の情勢は 落ち着く こ とが ない まま 2 0世紀 に突入 し､ 1914年第 一
次世界大戦の 勃発 ､ 191 7年十月社会主義革命の 成功 ､ ソ ビ エ ト政府 の発足 ､ 19 2 5年には ロ シ ア
プ ロ レ タ リア 作家連盟(ラ ッ プ)の結成と ､ 確実に時代は進ん で ゆく. 2 8年第 一 次 5 カ年計画が ス
タ ー リ ン 指導のもと に始まり ､ 3 0年 には マ ヤ コ フ ス キイ が自殺 ､ そ の 翌 31年 ､ ガ ル シ ン の 弟 エ
ヴゲ ニ イが 7 1歳と い う老年で 自殺 して果 て る｡
ガ ル シ ン の 長兄ゲオ ル ギイ は 3 人 の妻 を要りそれ ぞれ に子供 を生 ま せて い るが ､ 3 番 目の妻ア
ン ナ ･ ゲラジ ー ミ ロ ヴナ ･ ソ ニ の 子 の 子 孫が ､ 現在 ペ テ ル ブ ル グに暮 ら して い る｡ ア ンナ が生ん
だ長男 ヴラジ ー ミル は革命前の 1887年 に生まれ ､ ス タ ー リ ン時代 を生 き抜 い て 195 6年に
.
6 9歳
で膳耽 ガンで逝去 した o 彼 は相応 の 社会的地位を持 っ た医学ア カデ ミ ー の 会員で あり ､ 彼 の弟 子
に よ っ て執筆された伝記10が 1994 年に べ テ ル ブル グで 出版 されて い る｡ こ の ヴラ ジ ー ミル に は 2
人の 妻が い た o 最初の 妻は ア キ モ フ 家の 生まれ の タチ ャ ー ナ ･ ゲラジ ー ミ ロ ヴナ ･ アキ モ ヴァ ー
- ゲラジ ー ミル の祖母 エ カ テ リ ー ナ ･ ス テ パ ノ ヴナ の 弟の 娘 であ る｡ タチャ ー ナに は 2 人の
息子 ゲオ ル ギイとア レ ク セ イが い た が ､ 彼女は太平洋戦争にお ける ス タ ー リ ン グラ ー ド攻防戦の
最中､ 通り で脳溢血 の た め 5 5歳にて 急死す る｡ 彼女の 死後 ､ ヴラジ ー ミ ル は仕事仲間で あ っ たカ
ピタリナ ･ グリ ゴ レ ヴナ ･ ヴォ ル コ ヴァ と 再婚 した｡ ヴラジ ー ミ ル と同様医者で あ っ たカ ピタ リ
ナ は ､ 病理解剖学者で あ っ た o 彼 らの 間に子 供は い ず､ 二人 は 192 2年に知り合 い 1946年に結婚
して い る｡
さて ､ こ の 二 番目 の襲カ ピタリナ ･ グリ ゴ レ ヴナ は ､ 結婚前 は姉夫婦 の 一 人娘 ニ ー ナ と共に暮
ら して い たo とい うの は ､ カ ピタリナ は以前から姉夫婦と同居 して い たが ､ 19 37年 に姉が 死に ､
そ の夫で ある義兄 もス タ - リ ン グラ ー ド攻 防戦の 際に亡く なっ た後 ､ 当時 1 4歳だ っ た姪 っ 子 と 一
緒に生活 して い た か らで あるo カ ピタリナが ヴラ ジ ー ミル と結婚 した後 ､ こ の ニ ー ナ もガル シ ン
家にて暮らす ように なるo そ の 10年後 ､ ニ ー ナは ヴラジ ー ミ ル の次男 である ア レ クセ イと結婚す
る こ ととなるが ､ 彼女が今回 ペ テ ル ブル グにて 面会 した ニ ー ナ ･ レ オ ンチ ェ ヴナ で ある｡ したが
つ て彼女自身ガル シ ン 家の 嫁 とは い え､ す でに結婚 前の 少女期 か らガ ル シ ン家の人 々 と同居 して
お り ､ 当家と深 い 関わ り を持 っ て い る｡
9 r lI･ Eep∂H LLKO8, A JI･qe x o B: 耶 e丘H もIe Ⅱ T B OPq e CE E e ⅡC R a･= ⅡE. M っ 1 98 4, C129.
1 0T E･ 物 a8n e6 a, B.r.rapⅢ H fI. C Ⅲ6, 19 94.
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長兄 の息子 ヴラジ ー ミ ル は 医者で あるばかり で なく ､ 歴史家でもあり ､ 美術品(主に メ ダルや貨
幣)の収集家でもあっ た o 彼の 死後 ､ それ ら の コ レ ク シ ョ ン は子供 らの 手 に よ っ て エ ル ミタ ー ジ ュ
と ノ ヴゴ ロ ドの 美術館に寄贈 された11o 当時の ガ ル シ ン 家は かなり裕福な家庭 で あ っ た らしく ､
19 7 9年 にはその ために泥棒三人組に ア パ ー トを襲われ ､ 家中根 こ そ ぎ取 られて行 っ たそ うで ある｡
ヴラジ ー ミ ル の 長男ゲオル ギイ は海軍技術大尉 であ っ たo 19 7 1年 ､ 60 歳にて モ ス ク ワの 病院
で亡く なっ たが ､ 遺体は ペ テ ル ブ ル グに埋葬された o 彼 には 2 人 の妻がお り ､ 二番目の 妻タチャ
ー ナ ･ セ ル ゲ ェ ヴナと の 間に子供が 1人 い るo マ リ ー ナ とい う娘 であるが ､ 現在結婚 して モ ス ク
ワに住ん でお り ､ 女の 子 と男の 子 ､ 2 人の 子供 に恵 まれ て い る ｡ 上 の 子 マ リヤ は モ ス ク ワ大学を
卒業 し､ 下 の 子 ドミ トリイは現在 18歳だそうで ある｡
ヴラ ジ ー ミ ル の 次男ア レ クセ イ は 工学修士 号を持 つ 技師で あ っ た ｡ 兄 と同 じくやはり 心臓病 で
19 99年 ､ ペ テル ブル グの 自宅にて 7 7歳の 生涯を閉 じた o 彼 はガ ル シ ン家とア キ モ フ 家に深 い興
味を持 ち､ 十数年に渡 っ て両家の 系図を調 べ てお り ､ 両家に関する彼 の幾つ かの 論文は発表され
て い るo ア レ クセイ は 2 8歳 の時に 医科大学を卒業 した義母 の姪で ある 二 つ 年下の ニ ー ナ と結婚 し､
その 一 年後には長女タチャ ー ナ を､ 三 年後に は次女ナ タ - リ ヤ を得て い る｡ しか しア レ クセイ ｡
ニ ー ナ夫妻は 1994 年 ､ ガ ル シ ン 家特有の黒髪 と思慮深げな瞳を持ち､ 内向的なが らも父親譲り
の 芯の 強さを有して い た長女 タチャ ー ナ に先立たれ ると い う不 幸に見舞われた ｡ 文学修士号を持
ち三 ヶ 国語をしや べ り ､ ドイ ツ語講師で あ っ たタチ ャ ー ナ は ､ 43歳の若 さで乳ガ ン の ため 7年前
に この 世を去 っ て い るo 次女ナ タ - リヤ は健在で ､ 技師である彼女は同 じく技師で ある夫の ヴァ
レ リイ ･ ゼ ルノ フ ､ 母親の ニ ー ナ ･ レ オ ン チ ェ ヴナ と共 にガル シ ン 宅に住ん で い るo ナ タ - リヤ
に子供は いず ､ 年齢的なこ とを考慮して もお そ らく今後とも生まれない だ ろうと思われ る｡ ニ ー
ナは現在娘夫婦と同居 しなが ら年金暮らしをしてお り ､ ス タ ー リ ン グラ ー ド攻防軌 こて働 い たた
めに ､ 軍人と して の年金と医者と しての 年金 二 つ をもらっ て い る ようで ある ｡
以上 ､ ガ ル シ ン 家とそ の子 孫に関す る報告で あるが ､ こ こ で は主に ニ ー ナ ･ レ オ ンチ ェ ヴナ の
話をまとめて記 したo 上 述 した 以外 の傍系 につ い て は (Ⅴse v old Ga r shin at the tu rn ofthe
ce ntu ry) 内にてザム コ ヴォイが ｢ガル シ ン家の 子孫+ とい う題で簡単な報告をな して い る｡
尚､ こ こ で述 べ た ガル シ ン 家内の 自殺者 に つ い て の事実は ニ ー ナ ･ レ オ ン チ ェ ヴナ とチ ホ ミ 一
口 フ 氏12か ら聞き知 っ たもの で あり ､ (Vse v olod Ga r shin atthe tu rn ofthe centu ry) に載せ られ
た当家に関する レ ポ ー トにはガ ル シ ン の 母親の弟 ドミ トリイ の 自殺以外 ､ これ に賛す る言及はま
つ たく見られ ない o したが っ て ､ 遺伝 的な側面に焦点を当てた調査研究が十分 に為されて い ると
11 ヴラジ ー ミ ル は ノ ヴゴ ロ ドの 生まれ o それゆえ当地 の 美術館に コ レ ク シ ョ ン を寄贈した｡
12 Bop= cfIE R OJ=a e B- TⅡⅩo M HPO B 現サ ン ク ト ･ ペ テ ル ブ ル グ ･ ドス ト エ フ ス キ ー 博物館副館長 (学
術担当)0
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は言 い発く ､ 暗い影 を背負 う者 はそ の他 に もも っ と存在す るの かも しれな い と いう疑惑 を完全に
は払 い の け切れ ない の が ､ 目 下 の現状で ある｡
しか しなが ら当報告 を概観す る だけでも ､ 遺伝的要因を無視 して ガ ル シ ン の 死 を考察す るの が
あま りに偏 っ た態度で ある こ と は明白で あろうo 悲劇的最期を巡 っ た論議の 延長線上に ､ 時代 の
潮流に つ い て い けなか っ たデカ ダン ス と しての レ ッ テ ル を作家に無条件に貼 り付 けて しまい が ち
だ っ たこれ まで の ガ ル シ ン 評価を､ 我 々 は再度検討 し直す必要が ある｡ それらの こ とを通 して ､
我 々 は必然的に 188 0年代 とい う ロ シ ア 史にお ける
`
?腎
,
の 一 端を問い た だ して ゆく こ とに もな
るだ ろうo それで なく とも ､ 1880- 90年代の 精神 ･ 文化現象に対す る研究は ､ ソ連時代 のイ デオ
ロ ギ ー 的な視点に よ っ てそ の幅が狭 められ て きた とい う経緯が あるo こ の度の 調査結果が ､ 80年
代 の体現者と して の これまで の ガル シ ン 評価 - 疑問符 を投 げか ける 一 石 となる こ とを願 い ､ さら
に 引き続きガル シ ン とそ の周辺 を研究す るこ とに よ っ て ､ 固定的で 浅薄な位置づ けをされが ちな
1880年代 EZシ ア 社会 をより確 固たる視点か ら見直 しをしてゆく 予定で あるo
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7- 巴rop Apx ⅢrIO B 耶r
l
apI∬H H(坐 .17 93;死 .185 8)(10等官)
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P:EJIH 3a B e T aAJIe K C afIRPO B H aEc E rI O B a
9･ ⑳ enop H玄K OJT ae B HtlraPⅢ ⅢfI(坐 .1843;死 ,1 884)
9･ nM E TPkI亘 H 孤 OJIa e BHtlraPⅢ オH(坐.1 84 5)
9･ Cepr e羨 HE K OJIa eB 耶 raPⅢ 弧 (生1 84 8)
9･ JIe o H和 HⅢEOJla e B 耶raPIn FIH(坐 .1 85 1)
8･ AJIeKCa耶 pa Er opo B E araPulE E a(坐.181 6;死 .1 884)
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さ 1 1･ re op2 ui2 Mu x a加o 8 u VTapuLu 7J
l 1･ Kupw IMu x a血 o 8u VTapu Lu7L
S P:A7L7ia BJla∂LLM u D O 87iaCofL7i u(i.1869
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∫
㈱
10･ E7<a m ePufLaTe opz u e 87i araPuLu TLa(jt.1886;死
■
1 963) 儲療ノ
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L
SP: 拠
1 2･ 弛 ま
】
S P: Cepze滋)Kuzy”u 〃
｢13･ 適 地
】
13･ 地
”. 越 生1922/死19 99)儲 紗
[
sP: 軸 乳+匿塾 _
1 2･ 麹
1 2. 地 些ELa(i.1 953) 侶ぎ鋸)
壬 S P: 幽
S P: 麹 型 + 窒塾
10･ MapziRreOP～u e8 〃aTapuLufia(生188 9;度1 965)
10･ E8Ze m iRre OP～ue 87iaT puz uTLa(i.1891;度19 76)
10･ 肋 u Ere OP～u e87iaT puLu 〃a(i.1892;度1 959)
10･ Bce 8 0J10∂reop～ue 6utLTapuLu71(i.1894;度19 78) 僻 貰 鰍 在ソ
ドP:EJle7iaAJle7(Ca7Ldpo 8TLal
+
1 1･ Ham a n u EBc e8 Dn O∂0 8H aTapuLu 〃a(%･1 92 2)
1 1･ Am aBc e 80J10aO 8,LaTapuLu7ia｢生1 932;度19 92)
9･ 幽
9･ 幽
9･ AJli4 *
9し 辿 _8_5皇 塵1888) ㈲
SP:Ha∂e DKaa MLLr aa10 8FLa3oJ10 m W 10 8 a(J#18 83)
L-一･9･ 幽 塑
L_∩
9一 重 壁土 唾
.
SP:Bepa Mu x a2ho 8fJa3oJtO m LL W 6 a
卜 I凸. Ha m a lLLRE8ae u b e8 〃ara uL ufJa
E S P:塾 幽 +互之三宝望壁整塾
S P:Tpo ufu 〃a
8･ Bac 即 E C a(BapB aPa)Eropo B E araPu ⅢH a(坐.1818;死 .1891)
81 CTerlaH Eropo B EtlraPlⅢH H(坐 .1 81 9)(重騎兵隊将校)
S P: 不 明
9･ HroJl 朋CT efla H O B H arapI∬H H aく女地主)
8･ HB afIEropo B H
tlraPⅢ E H(坐.1823;死 .188 8)(2等大尉)
8･ OJIb raEropo BflaraPⅢ 孤 a(坐 .1 83 8;死 .1884)
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[ 資料 2]◎eROPAxH M OB の 子孫
1. ◎eROP AK 滋M O Bく下仕官)
:
SP: 不 明
】
2･ MFIX a HJI¢eAOPO B 耶AK E M O B(坐 .1 726)(ク ロ ン シ ュ タ ッ トで 見習 い 水夫と し て働く)
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5･ MF Xa R nHB aH O B ⅡtIAx H M O B(坐 .1 826;死 .186 1)
CTerlaflnM fITPH e B 耶AK H M O B(坐 .17 93;死 .1 844)(海軍大尉)
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7. Muxazm Teop～u e8 肌Tapui u7i( .188 3)
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S P: HuTLaHe o 〟m b e 8〃aKDO CO mu7ia/生 192 4:ノ鑑ノ948) (5#)
｢ 9. Tam bR,La AJle KCe e 8,LaTa p uL u 〃a(i.1 95 1:度19 94) 什イ ブ 牌 紗
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〔調 査報告〕 r APuJH H 家 と そ の 子 孫 ( 大山)
9･ 鞄 臥
i S P *
S P: 麹 _+星型
7･ Mapu5Zre OPZ u e 8〃araPuLu7La(i.1 889;死 19 65)
7･ E8e〃uRre OPZ u e6 〃araPuiuFJ a(i.189 1;度1 9 76)
7･ 10n 2LR Teopz u e 8TEaT puLu fLa(i.1 892;庶1 95 9)
7･ Bc e8 0- W ∂ Te op2 u ee 肌TapuLu〃(i.189 4;死1 9 78) 儲 新 劇
SP:EJle 〃aAn e7{Ca〃aPO e〃a
L肝
8･ Ha m cu u RBce 8 0n Oa e H araPuLu 〃a(%･192 2)
8･ AM IDBc e8 0n OaO 8fiaraPuLufJa(4.19 32;死 1992)
6･ 空 地
6･ 鞄2旦遡 迦
6･ 地 歴滋
6･ 麹
S P:Ha∂eっK,∂a Mu x a血 o 8TLa3on o m 2L W 8a(^#1 883)
6･ 迎 幽
6･基 軸
S P:Bepa ML αa血o 8〃a3oJZO m ZLHO 8a
l
∃ 7. HQm a q u 月E82e 肋 e8TLaa D uiuTLa(A.188 7:死 193 0)
･ SP:塾2 幽 望室壁変型
SP: Tpou!u TLa
5･ M Ⅲx a 托JICT erla H O BklqAx frM O B(坐 .183 0;死 .184 1)
5･ 迦 幽
5･ HFIK OJIaii CTerlatIO B耶 AEHM O B(坐.1 833;死 .1885)(海軍大尉)
ら SP:AtlT OflkIH aTⅢM O申e eB11aJIo云K O
6･ Cepre云 HfIK OJla eB FIqAK E M O B(生1 860;死 .1 916)(海軍将官)
S P:Co申Ⅲ51nM fITP斑eB H anO6K O B a
7･ Cepr e貞 Cepr e eB HtlAK H M O B(坐.1 898;鼠 1930)
6･ HaAe 耶 aH珂K OJla e B H aAK オM O B a(坐 .18 64)
6･ OJIhr aHH K OJIae B H aAKFIM O B a(坐.18 65;死 .193 9)
6･ Ane K C a耶 PaH 孤 OJIae B H aAKtIMOB a(生18 82)
S P: ◎e o月OCIヰ兄Ma K aPOB H aJIeB a HEOB CKa3I
｢ 6. AJIe K C aHEPa HE K O n ae BflaAK H M O B a(坐 .188 2)
S P: ◎e onocH EM a K aPO B H aneB a H月O B C K aR
5- CT erlaHCT erlafrO B 耶AK H h4 0 B(坐.1836;死 .1871)(海軍大尉)
[
sP:OJIhr aOpe c T O B H any3 抑 0
6.fOn E 刃CT erlaH O BH aAK 珂M O B a(坐 .18 66)
6. EBretlkI5ICT erla H O B H aAE H M O B a(坐.187 0)
5ト BJIaE拓M HP CT erlaH O B H qAKf(M O B(坐 .183 7;死 .1 896)(海軍大尉)
S P:AJTe K C aHJtPa ◎enopo B H aCH er O B a
トー
6･ TaT もE H aBJIaJIH M叩 O B H aAK 耳M O B a(坐 .18 63;死 .1 886)
SP: ycT H H h5ICT erla H O B H a6ypJIatl e H K O B a
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HH K O JI a畠 BJ7覗 tIM HPO B耶 AK 苫M O B(坐 .1 877)
6･ AH T O H fIE aBn aJtHM HPO B H aAK E M O B a(坐.1 88 0;死 .1 94 9)
6･ HaT aJI E3IBJ aRE M HPO BflaAx H M O Ba(坐 ,1 882)
6･ AJIe K C aERPa BJIaEH M HPO B H aAK E M O B a(坐 ,1 885)
6
･ H 覗 e XEa BJIan且M 甘pO B H aAKfIM O B a(坐 .I 88 5)
｢】6. 氾 n ⅢEB∬ 叫 H M HPO B H aAK 打出 O B a(坐 .1 886)
6- T4 im t,_A_7ia劫 a∂u M uPO 87iaAK2LM O 8 a(i.1 887:度19 42
* * 前 々 ペ ー ジに印刷 **
.
S P:劫 幽 ** 前 々 ペ ー ジ に印刷 **
L7･ 11iBQPZ *
7･ AB 唾
5･ Ha月eX Ra CT erlaE O B H aAKkIM O B a(坐 .1 840;死 .184 2)
EK aTePH H anM B TPfle B H aAE H M O B a(坐 .1 796;死 .182 0)
EB rPa申nM ktTPⅢe B 耶AE fIM O B(坐 .1 802)(海軍大尉)
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(坐 .1 83 4)
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.1 838)
843)
(海軍大佐)
CT aIIT
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n H弟 EB rPa申o BI円AK H M O B(壬
a EB rPa申o B tlaAK H M O B a(坐
a白EB rpa申o BHtIAK E MOB(坐 .184 4)二OJI
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5. Ba cFI
5- En e H
5- HIすK(
E
SP: ニ
ト
6.f【
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P:
7.
明
〕E GHkIK OJIa e BfltlAK H M O B(坐
不明
+1876;死 .193 7)
O BHH K OJIa貞BopkIC O BI4qAK 坊M
i 7･ BJIaEE M 斑PBopH C O B H qAK 玄M OB
】
SP‥fOJI 朋neTpO B H a加 ep申opa
｢¶6. EB rPa申HH K On a e B 耶AK E M O B(坐 .187 8)
[6･ neTP HE R O ∬ae B 耶AK E M O B(生･1 880;死 ･190 4)l
ぎ 6･ M aptI兄H 班K OJIa e B H aAK H M O B a(生1 884)
+礼
6. EJIeflaHH K OJIa eB H aAK ⅢM O B a(坐 .1 887)
5･ MapB 3IEBrPa申o B H aAR E M O B a(坐 .184 8)
3･ HB afICepreeB 玄tIAK tIM O B(船長)
2- HB a H◎eROPOB H qAKkrM OB(生1 732)(尉官)
SP:EBRO KI45IrePaC H M O B H a
**
●
前 々 ペ ー ジに印刷 * *
* * 前 々 ペ ー ジに印刷 * *
3. H 孤 OJIa云 HB a 甘O B ⅢqAK 広M O B(坐 .1771)(船舶コ ミ ッ サ ー ル)
※系図表の 見方
左端にある番号は世代番号｡ SP は配偶者 の 略｡ 斜体人名はガ ル シ ン ･ ア キ モ フ 両家系図にまたが っ
て い るもの で あり ､ 下線が引かれ て い る者は報告 の 中で 登場する人物｡ 尚､ (Vs e v ol d Ga r sbin at tbe
tu rn oftbe ce ntu ry) に発表され た系図には明 らかに誤 りと思われる部分があり ､ そ の 箇所は現在 の ガ
ル シ ン宅に保管されて い る ア レ クセ イ ･ ダラジ ー ミ ロ ヴィ チが作成 した大判の 系 図表 に従 っ た｡
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